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歩行したこと、シンガポールにある埋立地を「Reclaiming Land = 再-主張する土地」と捉えたことについ
て、省察する。最後に、次章の背景となる、過去の文学的、哲学的、および航海学的観点を提示する。それ
は、ハヤラン島へ向かう架空の船旅への招待でもある。 
































































































    
 
れ、この物語を想起するようナインステレーションとして会場に仕掛けられている。 
その作品群は、主に映像、インスタレーション、ぺインティング、オブジェ、によって展示場に構成され
ている、中央に展示されたヨットはシンボルとなる「樹木」が帆にプリントされこのヨットは航海の旅のど
この場所にいるだろうか、またどこに行こうとしているのだろうか？と意味は宙吊りにされて観客に問いか
けている。 
映像はこれから探し歩く現実体験の記述として、かつてあったであろう島についてのイメージとして任意
な参加者によって帆布の上に刻々と描かれていく。隅の傍らには小さなオブジェが博物館の貴重な収集品で
あるかの様に時間の止まったかのようになアクリルケースに収められている。 
果たして何が過去に起こったのであろう、時間の歴史としての問いかけを投げかける。 
ドローイングは単色で様々な断章を書きとめて作者の記憶と繋がる断片をしめしている。 
作品群は作者の言う「漂流する旅の現場」の様相である。インスタレーションとして、それぞれの断片は
美術の文脈を超えてあらゆる分野の価値の文脈を取り入れコミュニケ−ションの新たな手法を組み立てよう
としている、この斬新的で野心的な手法は、作品と観客とのコミュニケ−ションを誘発する仕掛けとしての場
を形成していると言える挑戦的な作品であると評価できる。 
論文の論述においては「潮流のもたらす偶有的環境のアート」をテーマにイギリス人がシンガポールに到
達した19世紀初めに消滅したと言われる島を契機に時間軸と地平軸をニューヨーク、ハワイ、瀬戸内海、東
京湾、シンガポールとさまざま太平洋を廻る地域で実践してきた点を線に結びつけ、歴史のリサーチを通じ
て出会った出来事、寡黙な物質によって立体的に結びつけようとする試み（作品制作）を物語風に論文の中
で綴っている、未来と過去を結びつけてそこに現在の神話を生み出すことでかろうじて自己のアイディンテ
ィティーを獲得して生きようとする人間の宿命のように、決してピリオドを打てない曖昧な難解さはここに
起因している。 
論文は一九九〇年代以降藝術の潮流として議論されてきた「関係性の美学」N.ブリオのコミュニケーショ
ンを基盤としたアートプロジェクトを批判的に捉え直す現代批評の背景や地質学、民俗学、文化人類学、等
の芸術の境界線の外側で論及されている分野についても周辺からの視点を論考として取り込み、現代の地球
規模のシネコロジー（群生態学）としての藝術の捉え方として、新しい芸術の文脈形成を探ろうとする試み
が論考されている。論文スタイルはドキュメンタリー・フィクションのスタイルで論述されていて、詩やイ
ンタビュー、など文学的な文体の導入方法によって、語り、告白、会話、のドキュメンタリーの持つ言語コ
ミュニケ−ション形式を現実と非現実の境界線に仕掛けている。 
メタファーを多く用いた本論文は、この観点で批評的論文とも言える独創性を持っている。 
これらの仕掛けは、芸術家の持つ作品思考の即物的言語構造の特異性を暴くものでもあり、藝術とはなん
であるのか？ 論文とは芸術家にとって果たして学術でありうるのかを、問いかけた点においても極めて野
心的で注目すべき博士論文であると高く評価した。 
